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昨今、 ESP(English for Specific Purposes)すなわち
「特定目的の英語Jを教えることが盛んに求められる
ようになってきている口医学部看護学科のように、明
らかに特定の職業に結び付く教育をする学科において
はESPが重要である。ところが、語学教材を見まわし
てみても、看護学教育に特化したような英語教材は非
常に数少ない。あったとしても、大阪市立大学の学生
にとっては易しすぎるものがほとんどである。ならば
自分で作ってしまおうというので編み出したのが本テ
キストである。
第 1部は「医療看護英語関連論文集jということで、
筆者の行ってきた看護英語教育の報告や論考を収録し
たロ筆者の経験に基づいて、 ESP教育に対する筆者な
りの考えをまとめたものである。第2部は「産科スタ
ッフのための英会話jとしてメデイカ出版『ペリネイ
タルケアjに筆者が連載した記事を収録した。テキス
トとして授業で使うのは、この部分である。これは、
医学論文を話題にする医療現場での会話の15スキット
よりなる。 1コマ 1スキットで、 15週で習得できるよ
うになっている。参考までにシラパスの一部を下に示
す口
[授業概要]
看護職者として国際化社会に対応するための基礎的
な英語能力を養成する口
[授業内容1
・「医療看護英語論集jを用い、医療現場で本当に必要
大阪市立大学『大学教育J 第8巻第 1号 2010年9月
99 
な英語表現や専門用語を身に付ける D また、海外の
看護の世界の扉を開け、幅広い視野が持てるように
指導する。
1. The grass is a1ways greener on the other side 
2. As you sow， so shall you reap 
3. Making a mountain out of a molehill 
4. An apple a day keeps the doctor away 
5. It is a dangerous fire出atbegins in the bedstraw 
6. Early 10 bed and early to rise makes one healthy， 
wealthy and wise 
7.百lere's no use crying over spilt milk 
8. Fools rush in where angels fear to tread 
9. Strike while the iron is hot 
10. lt' s better 10 be safe than soηy 
11. Two heads訂ebetter than one 
12. Variety is the spice of life 
13. If you watch your pot， your food wiU n01 burn 
14. Better to ask the way than go astray 
15. It takes two to 1ango 
・セメスター中 1コマ、英語のネイティヴスピーカー
の講師により、実用英会話の授業を行う。
-自分で外国語を学び続ける素地を作るため、グレー
ド別リーダーを用い、各自で英文をできるだけ多く
読むように指導する。
{学習・到達目標1
.医療現場で必要な英語表現を習得する。
-読むことを通して、自分で外国語を学び続ける習慣
を作る D
[参考書I
Oxford Bookwormsμbraη(学術情報センタ一所蔵)
英文をすべて会話体にしたのは、医学科においても
看護学科においても会話力を身につけたいという要求
が切実であることが第 1部で示されているからであ
る。一般目的で会話と言うとどうしても買い物や旅行
に役立つ英会話の教材が多くなりがちだが、本書では
看護のESPを念頭に、医療の最新の話題についての会
話を医学論文について語り合うスタイルにしたD さら
テキストを語る
に、授業内容をご覧になるとおわかりのとおり、各ス
キットに英語のことわざを必ず入れるようにして、そ
のことわざをスキットのタイトルとした。このアイデ
イアは、本学の全学英語教育検討委員会に委員として
参加していて得られたものである。つまりその委員会
である委員の先生が、「海外の学会で英語論文は発表
できても、そのあとのレセプションなどで交わされる
ジョークやユーモアが理解できず、ついていけないの
がつらい」とおっしゃったことからヒントを得たもの
である。どんなにまじめな医療の問題を扱っていても、
会話のやり取りの中でクスッと笑えるような表現やよ
くなじんだことわざがあると、会話が和み、コミュニ
ケーションカf滑らかになるものだ。このメッセージを
本テキストに盛り込んだ。
シラパスの中でもう一点注目していただきたいの
が、本テキストと並行して0ベfordBookworms Library 
を利用して、多読をさせている点である。いくら自分
で編んだものとはいえ、筆者は本テキストが看護英語
教育にとって完壁なものだとは思っていない。会話の
100 
練習でおろそかになりがちなもの、それは読解力であ
る。読解力を磨かずして日本にいながら英語力を高い
レベルで保つことは不可能である。この考えのもと、
筆者は本テキストを用いるときは必ず読書記録用のワ
ークシートを配り、 lセメスターの間に最低5冊のリ
ーダーを読破することを学生に課している。これによ
って、会話重視の授業で不足する点を補っている。
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